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飲料によるなつかしさの喚起が

感情と社会的サポート感に及ぽす効果
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We investigated if beverage were a trigger for nostalgia resulting in psychological effects other than feelings that 

typically result from drinking a beverage. This study had a pre-post comparative design. Participants (N=487, age 

range 15-79 years) were instructed to make a beverage at home by themselves. We used a questionnaire to deter-

mine their mood before drinking the beverage, and their mood, perceived social support, and nostalgic emotions 

after drinking. Results indicated a decreased feeling of anxiety and loneliness after drinking, regardless of nostal-

gia. Moreover, participants who reported feeling nostalgic had a more positive and relaxed feelings as well as 

increased perceived social support from family and significant others, whereas this was not the case doe partici-

pants that did not feel nostalgic. Also, structural equation modeling indicated that nostalgia led to an increase in 

perceived social support via the increased positive mood. These findings suggest that the psychological effects of 

drinks are enhanced by nostalgia. 
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問題と目的

日常生活において，昔の音楽を耳にしたり 18友に会

うとなつかしいと感じることがある。また，自分が過

去に体験した出来事の記憶（自伝的記憶）を思い出す

と，なつかしく感じるとともに過去に戻って再体験し

ている感覚・意識（メンタルタイムトラベル）が起こ

ることがある (Tulving,2002)。なつかしさは手がか

りとなる文脈があって喚起され，幸福感や心地よさな

どのポジティブな感l胄が関わる一方で，寂しさや後海

などのネガティブな感情も関連する複合的な感情であ

り（楠見， 2014), 記憶や感清と深く関連しているの

である。

最近ではなつかしさを感じることは，ポジティブ感

情の強化，自己肯定感の維持向上，社会的サポート感

の強化人生の意味付けなどの機能的側面があるとさ

れている (Sedikides,Wildschut, Gaertner, Arndt, & 

Routledge, 2008; Wildschut, Sedikides, Arndt, & 

Routledge, 2006)。たとえば，最もなつかしいと感じる

過去の出来事を思い出している時には，ポジティブな

感情がネガティブな感情より高いことや，なつかしい

出来事を思い出した群では直近の日常的な出来事を思

い出した群と比較し，社会的サポート感ポジティブ

感情，自尊心が高いことが報告されている (Wildschut

et al., 2006; Cheung et al., 2013)。

このようになつかしさの喚起は個人の心理状態を健

康に保つ役割を果たしていると考えられる。たとえば

心理的な安定や人生を肯定的に受け入れるための援助

を行う回想法は，なつかしさの機能を活かした実践的

な方法として高齢者（柴田（小林）・岩永， 2009)や

がん患者（安藤， 2005) のメンタルヘルスにも寄与

している。

なつかしさを喚起することは実践面においても有益

であると考えられるが，喚起する方法については十分

に検討されているわけではない。実験室での実験にお

いては個人の思い出を想起したり (Cheunget al., 

2013; Wildschut et al., 2006; Zhou, Wildschut, Sedikides, 

Shi, & Feng, 2012), 音楽 (Barrettet al., 2010; 林・斎

藤， 2013) などがなつかしさのトリガーとして利用

されることが多いが，個人的な出来事であったり特定

の年代や地域に限られるといった側面がある。実践的

な回想法においても同様に，昔の写真・モノ（内野・

野中・大谷•吉田， 2017) や音楽（柴田（小林）・岩永，
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2009; 梅本， 2015) などの感覚刺激が利用されている

が，幅広い対象者に対して共通して利用されるもので

はないことが実践面における課題であると考えられ

る。

また，なつかしさの機能の評価についてはなつかし

さが喚起された後の状態について対照群と比較してい

る報告が多く (Wildschutet al., 2006; Zhou et al., 2012), 

変化についての知見を得ている報告は数少ない（柴田

（小林）・岩永， 2009)。そのため，なつかしさに起因

した短期的な心理状態の変化についての知見を得るこ

とも課題の 1つであろう。

ところで，飲料もなつかしさのトリガーとして機能

する可能性がある。たとえば，なつかしい出来事とし

て語られる内容には，他者の登場が多いことが報告さ

れている (Wildschutet al., 2006)が，飲料はコミュ

ニケーションの場で提供されることも多い。そのため，

他者とのやりとりに関連するなつかしい出来事が飲料

により喚起される可能性が考えられる。また，飲料を

飲むときに随伴する刺激の 1つであるニオイはなつか

しい記憶を喚起するトリガーとして古くから知られて

おりその現象はプルースト効果と呼ばれている (e.g.,

Proust, 1913鈴木訳 1996;Chu & Downes, 2000)。
Wildschut et al. (2006) は，なつかしさが喚起される

タイミングについて，ネガティブな気分の時，他者と

やりとりしている時に次いでニオイや音楽などの感覚

刺激などが多いことを報告している。飲料については

ニオイのみならず味やパッケージなど複合的な刺激が

入るため，視覚，聴謡嗅覚の単独の刺激よりもなつ

かしさを喚起させる可能性が高いものと考えられる。

そして，昔から市販されている飲料の場合には年代や

地域に関わらず幅広い対象者においてなつかしさを喚

起させるツールとなる可能性があり，気分転換や回想

法への実践的な活用など実務上の利便性も高いものと

考えられる。

そこで本研究では，飲料によりなつかしさが喚起さ

れるかどうか，そして，なつかしさに起因して心理状

態へ影響がもたらされるかどうかについて実証的な検

討を行うこととした。本研究においては心理状態への

影響として，感l胄の変化と，コミュニケーションの場

に存在しやすいという飲料の特性から社会的サポート

感について着目して検討する。

本研究においては以下の 4つを仮説とする。

飲料により幅広い年代の人でなつかしさが喚起され

る。（仮説 1)

飲料の飲用によって，なつかしさに関わらず感情が

変化する可能性があるが，なつかしさを感じた人では

ポジティブな感情が麻まると考えられる（仮説 2)。

飲料になつかしさを感じた人では，感じていない人

より社会的サポート感を強く感じている (Sedikides

et al., 2008) と考えられる（仮説 3)。

さらに，なつかしさと社会的サポート感の高まりに

は囚果的関連が示されていることから (Cheunget al., 

2013), 以下の仮説を導いた。飲料によりなつかしさ

が喚起されるとポジティブ感情や社会的サポート感に

影響すると考えられる（仮説 4)。ポジティブ感情は

記憶でのポジティブな事象への接近を容易にし，比較

的中性的な刺激についてもポジティブな側面の認知を

高めるとされている （山崎， 2006)。そのため，ポジ

ティブ感情が高まっている人では，他者に支えられて

いると知覚される社会的サポート感が，ポジティブ感

が高まっていない人よりも高く評価される可能性が考

えられる。そこで，なつかしさがポジティブ感情を高

め，さらにポジティブ感情が社会的サポート感を高め

るといった仮説モデルを立て，検証を行うこととした。

本研究では， 日常的に飲料を飲む時の心理状態に近

い状況での評価を行うため上記の 4つの仮説について

家庭における飲用場面での検証を行う。

方 法

被験飲料

本研究では 1919年に発売された希釈タイプの乳酸

菌飲料カルピスを被験飲料として用いた。本製品の容

器の変遷は， 1919ー 1994年は瓶， 1995ー 2011年は紙

パック， 2012年からボトルとなっている。過去に味

の大幅なリニューアルは実施されていない。

調査対象者

本研究では，はじめに参加者の被験飲料の飲用経験

や思い出の有無，最終飲用時期を調べるための予備調

査を行い対象者の選定を行った。製品を頻繁に摂取し

ている人では製品への強い嗜好性があり摂取時に特別

にポジティブな感情が生起する可能性がある。そこで

本研究では．頻繁に摂取している人を除く目的で 1年

以上製品を摂取していない人を対象に検証を行うこと

とした。その後選抜された対象者に対し，本実験を

行った。

インターネット調査会社のモニター集団である 15-

79歳の男女20,000人に対し予備調査を実施した。調査

時期は 2014年 11月48-7日であった。調査内容に

ついては，被験飲料を含む 15種類の飲料のブランド

名のみを表示し飲んだことがあるものをすべて選択し

てもらった。被験飲料について．飲んだ時の思い出が

はっきり残っている，あるいは残っている，かつ，商

品を最後に飲んだ時期が 1年以上前と回答した者のう

ち，サンプルを送付した質問紙調在に同意した者を本

調査の対象者とした。対象者は参加に同意した 15-

79歳 487名（男 239名，女 248名； 10歳刻みの各年

代 63-72名）であった。
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調査時期

調査は 2014年 11月 13日ー12月 1日に実施した。

手続き

事前に対象者の家庭に調査に必要な一式（被験飲

料，調査の手順を示した指示書， 2種類の質問紙（飲

用前と飲用後））を送付した。被験飲料は 2014年に

市販されていたボトルタイプの製品に手を加えずその

ままの形で送付した。質問紙は飲用前と飲用後の 2種

類作成し，飲用前は感情尺度のみ，飲用後は，飲用後

の気持ち，感情尺度，社会的サポート尺度，思い出の

内容に関する自由記述から構成した。指定した 1B 
に，まず，感情に関する質間紙（飲用前）への回答を

行い，次に，対象者自身が被験飲料を作って飲用し，

飲み終わった 1分後に，飲用後の気持ち，感情，社会

的サポート尺度，飲用後に思い出した記憶からなる質

問紙（飲用後）へ回答するよう依頼した。その後，

2種類の質問紙の回答をインターネット上のフォーム

に入力するよう求めた。

調査内容

調査内容は以下の 4つの内容から構成した。

感情尺度 瀧川・仲 (2014) の懐かしさ感情の項

目を参考に一般感情尺度（小川・門地・菊谷・鈴木，

2000) より肯定的感情から 7項目，否定的感清から 7

項目，安静状態から 4項目，なつかしさと関連が深い

哀愁に関連する形容詞（滝川・仲， 2014) を5項目加

え，計 23項目から構成した。 4件法 (1: まったく感

じていないー4:非常に感じている）で回答を求めた。

飲用後の気持ち 飲用後の気持ちとしてなつかしさ

を感じた (Barretet al., 2010) と，昔の記憶がよみが

えったという項目について， 4件法 (1: まったく感

じていないー4:非常に感じている）で回答を求めた。

なつかしさを感じたの項且について 3:感じている，

あるいは 4:非常に感じている， との回答者には，最

も強くなつかしさを感じたタイミングについて，文字

を見たときー飲んだ時までのいずれかの選択を求め

た。

社会的サポート尺度 MultidimensionalScale of 

Perceived Social Support (Zimet, Dahlem, Zimet, & 

Farley, 1988)の日本語版として信頼性と妥当性が確認

されている岩佐・権藤・増井 (2007) の文言を一部

変更した田中他 (2010) の項目を使用した。家族の

サポート (4項且例：私の家族は必要なとき心の支

えとなるよう手をさしのべてくれる），友人のサポー

ト (5項目，例：私の友人たちは心から私を助けよう

としてくれる），その他の人のサポート (3項目，例：

私にはうれしいことも悲しいことも分かち合える人が

いる）の計 12項目であった。 7件法 (1: 全くその通

りでないー7:全くその通りである）で回答を求めた。

思い出した記憶 飲用後の気持ちのうち，昔の記憶

がよみがえったの項目について 3:感じている，ある

いは 4:非常に感じている， と同答した者には，記憶

のエピソードがどのようなものか，いつ・どこで・だ

れと・どのような場所で・どのようなことをした記憶

なのか出来るだけ具体的に記載するよう教示して自由

記述を得た。本設問は記述することにより飲用後の感

情に影響を与えないよう最後の設問として配置した。

分析方法

飲用後のなつかしさの項目については全体と年代別

で単純集計を行い，以後の分析では飲用後のなつかし

さについて，全体で 1,あるいは 2と回答した計 56名

をなつかしさ無群， 3,あるいは 4と回答した計431名

をなつかしさ有群とした。

なつかしさを感じたタイミングについては，回答を

得たなつかしさ有群のみで単純集計を行った。

飲用後に思い出した記憶については記憶の主な登場

人物の出現数を集計した。飲用後に昔の記憶がよみが

えったと感じていると回答した対象者 392名のうち，

具体的な記述を「無し」と記載した 2名を除く 390名

の自由記述を分析対象とした。分析は第一著者が行っ

た。まず， 50例の記述内容を確認し，記憶での主な

登場人物について 5カテゴリー（家族，友人，その他

の人， 自分，記載なし）を作成した。次に，自由記述

を内容に基づき 5つのカテゴリーに振り分け集計を

行った。その他の人は，さらに祖父趾• いとこ・叔父

叔栂，恋人，その他のカテゴリーに振り分け集計を

行った。なお，家族と友人，家族とその他の人の 2つ

のカテゴリーに当てはまる記述は家族として集計し

た。

飲用前後の感情の変化については，飲用（飲用前，

飲用後）となつかしさ（なつかしさ有群，なつかしさ

無群）を独立変数とし，因子分析後の感情尺度の 4つ

の下位尺度を従属変数とした 2要因分散分析を行っ

た。

社会的サポート感へのなつかしさの影響について

は，社会的サポート（家族のサポート・友人のサポー

ト• その他の人のサポート）となつかしさ（なつかし

さ有群，なつかしさ無群）の 2要因分散分析を行った。

なつかしさから飲用によるポジティブ感情と社会的

サポート感への影響の因果モデルについては共分散構

追分析を行った。

データの分析は SPSS(Version 24.0), Amos (Version 

24.0)で行った。

結果

飲用後のなつかしさ

飲用後のなつかしさの回答の内訳を Table1に示す。
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なつかしさを感じたタイミング

なつかしさ有群において最も強くなつかしいと思っ

たタイミングは，飲んだ時 259名 (60.1%) , 自分で

作りはじめた時 69名 (16.0%), 匂いをかいだとき

44名 (10.2%), パッケージを見た時 42名 (9.7%),

手順書などで「（製品名）」という文字を見た時 17名

(3.9%)の順に多かった。

飲用後に思い出した記憶

記憶の登場人物の出現数は，家族 (197名，例：小

学校の高学年，季節は夏。暑い日の昼下がり，家族と

一緒に談笑しながら（製品名）を飲んでいる…）， 自

分 (102名，例：いつも親に作ってもらっていた味と

全く違い，驚いたことを覚えています…），その他の

人 (51名，例：市販のジュース類は禁止な親だった

が祖父の家に行った際内緒で飲ませてもらった），

友人 (25名，例： 15歳の夏，私の家で部活の友達2人

と部活終わりにかき氷をし，お中元で頂いた（製品名）

をシロップにして食べた…）の順に多かった。その他

の人の内訳については，親戚（祖父栂・ いとこ・叔父

叔母） (42名），恋人 (6名），その他 (3名）であり，

身近な存在が多かった。

飲用前後の感情の変化

感情尺度の因子分析 感情尺度について飲用後の

データを用いて計 23項目について最尤法による因子

分析を行った結果，因子の解釈可能性から 4因子構遥

が妥当であると判断した。再度 4因子を仮定し最尤

法プロマックス回転による因子分析を行い，活動的

快感情，不安感リラックス感孤独感と命名した（そ

れぞれ固有値は， 6.79,5.06, 1.87, .95, 分散説明率は

29.5%, 22.0%, 8.1 %, 4.1 %)。因子分析の結果に基づ

き， 4つの下位尺度を設定し (Table 2), 尺度の内的

整合性検討のため，それぞれ Cronbachのaを算出し

たところ，活動的快感 .91,不安感 .89,リラックス感

.84, 孤独感 .78と一定の水準の信頼性が確認された。

分析では尺度の得点として各尺度に含まれる項目の評

定値の平均を算出して使用した。

なつかしさが飲用前後の感情変化に与える影響 飲

用の効果となつかしさの有無を独立変数， 4つの各感

情を従属変数とした 2要囚の分散分析を行った。その

結果，不安感は飲用の主効果 (F(l,485) =45.68, p<.Ol, 

哨=.086) が有意であったが，なつかしさの主効果

(F(l, 485) =.54, p=.46, 祁=.001),飲用となつかしさ

の交互作用 (F(l,485) = 1.38, p=.24, 砂=.003) は有

意ではなかった (Figure1 (a))。孤独感は，飲用の主

効果 (F(l,485) =5.45, p<.Ol, 祁=.Oll)が有意であっ

たが，なつかしさの主効果 (F(l,485) =.19, p=.66, 

砂=.000),飲用となつかしさの交互作用 (F(l, 485) = 

.00, p=.97, 砂=.000) は有意ではなかった (Figure1 

(b))。活動的快感情は飲用の主効果 (F(l,485) =7.50, 

p<.01, 祁=.015) となつかしさの主効果 (F(l,485) = 

12.76,p<.Ol, 砂=.026)が有意であり，飲用となつか

しさの有無の交互作用は 5%有意水準には達しなかっ

た (F(l,485) =2.86, p<.10, 哨=.006)(Figure l(c))。
リラックス感については飲用の主効呆 (F(l,485) =23.90, 

p<.01, 哨=.047)となつかしさの主効果 (F(l,485) = 

18.10,p<.Ol, 哨=.036)が有意であり，飲用となつか

しさの交互作用が有意 (F(l,485) =7.51, p< .01, 祁＝
.015) (Figure 1 (d))であった。さらに，活動的快感清

とリラックス感については仮説 2を検証するために，

なつかしさ有群と無群それぞれにおける飲用の主効果

について単純主効果の検定を行った。その結果，活動的

快感情はなつかしさ有群では有意であり (F(l,430) = 

45.54,p<.Ol, 砂=.094)飲用による向上が認められた

が，なつかしさ無群では有意ではなかった (F(l,55) = 
.21, p=.65, 砂=.004)。リラックス感について，なつか

しさ有群では有意であり (F(l,430) =129.12, p<.Ol, 

,,,;=.231), 飲用による向上が認められたが，なつかし

さ無群では有意ではなかった (F(l,55) =l.13,p=.29, 

Table 1 飲用後のなつかしさ度合い

なつかしさ無群 なつかしさ有群

年代 n 1. まったく感じていない 2. 感じていない 3. 感じている 4. 非常に感じている

n (%) n (%) n (%) n (%) 

15-19 63 2 (3.2) 13 (20.6) 36 (57.1) 12 (19.0) 

20--29 71 2 (2.8) 6 (8.5) 31 (43.7) 32 (45.1) 

30-39 72 1 (1.4) 8 (11.1) 28 (38.9) 35 (48.6) 

40--49 70 0 (0.0) 7 (10.0) 35 (50.0) 28 (40.0) 

50--59 71 0 (0.0) 5 (7.0) 33 (46.5) 33 (46.5) 

60--69 70 1 (1.4) 5 (7.1) 36 (51.4) 28 (40.0) 

70--79 70 2 (2.9) 4 (5.7) 34 (48.6) 30 (42.9) 

全体 487 8 (1.6) 48 (9.9) 233 (47.8) 198 (40.7) 
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Table2 感情尺度の因子負荷量（最尤法プロマックス

回転）

項§Fl F2 F3 F4 

Fl : 活動的快感情 (a=.91)

元気な .82 -.07 -.05 .06 

活気のある .80 .04 -.15 .00 

しみじみとした

陽気な

快調な

愉快な

楽しい

充実した

F2: 不安感 (a=.89)

緊張した

びくびくした

うろたえた

そわそわした

どきどきした

動揺した

.78 -.02 .05 .08 

.78 .10 -.08 .00 

.73 -.03 .09 .01 

.73 -.03 -.03 -.01 

.72 .01 .03 -.09 

.68 .05 .17 .00 

-.04 .80 .02 -.02 

-.04 .78 .01 .10 

-.06 .78 .05 .06 

.07 .73 -.03 -.13 

-.04 .72 -.04 .03 

.05 .72 -.05 -.08 

驚いた .09 .65 .03 -.03 

F3: リラックス感 (a=.84)

ゆったりした 一.10 .00 .90 -.01 

.78 -.06 くつろいだ .00 -.01 

ゆっくりした ―.05 .02 .71 .07 

のどかな

心地よい

F4: 孤独感 (a=.78)

さびしい

孤独な

切ない

注：太字は .35以上．

哨=.020)。

.09 .02 .57 .00 

.33 -.02 .49 -.04 

.04 .08 -.03 .90 

-.07 .31 .02 .47 

.05 .30 .07 .37 

Fl -.06 .54 -.21 

F2 -.23 .59 

F3 -.13 

なつかしさが飲用後の社会的サポート感に与える影響

社会的サポート感については，田中他 (2010) の

示した下位尺度に基づいて Cronbachのaを算出した

ところ，家族のサポート .94,友人のサポート .93,そ

の他の人のサポート .93と高い内的整合性が得られた

ため分析には各尺度に含まれる項目の評定値の平均を

算出して使用した。社会的サポート（家族のサポート・

友人のサポート・その他の人のサポート）となつかし

さ（なつかしさ有群，なつかしさ無群）の 2要因分散

分析を行った。その結呆，社会的サポートの主効果

(F(2, 1455) =5.17, p<.Ol, 哨=.007) となつかしさの

主効果 (F(l,1455) =9.18, p<.Ol, 希=.006)が有意

であり，交互作用は認められなかった (F(2,1455) = 

.66, p=.52, yt;=.001)。社会的サポートの多重比較検

定 (TurkeyHSD) を行った結果，家族のサポートと

その他の人のサポートが，友人のサポートより有意に

高かった (ps<.01)(Figure 2)。

仮説 3を検討するため，各サポート感におけるなつ

かしさ有無の影響について単純主効果の検定を行った

ところ，家族のサポートはなつかしさ有群の方が無群

よりも有意に高く (p<.05), その他の人のサポート

と友人のサポートについては有意な効果は認められな

かった。

飲用によるなつかしさとポジティブ感情と社会的サ

ポート感の因果モデル

なつかしさがポジティブ感情を高め，さらにポジ

ティブ感情が社会的サポート感を高めるといった仮説

モデルについて共分散構造分析を行った。その結果，

モデルは良好な適合を示した (x2(s)=II.6, p=.17, 

GFI=.992, AGFI=.979, RMSEA=.030)。なつかしさ

からポジティブ感情，ポジティブ感情から社会的サ

ポート感はそれぞれ有意なパス ({3=.37, p< .001; {3= 

.32, p< .001) を示しており (Figure3), なつかしさが

高いほどポジティブ感情が高まり，ポジティブ感情が

高いほど社会的サポート感が高まることが示された。

考察

本研究の意義

本研究では，対照群のないデザインを用い，かつ被

験飲料を飲んだ思い出が残っている者のみを対象にし

たことから結果の一般化には限界があるが，被験飲料

による心理状態への影響となつかしさの関連につい

て 以 下 の 4つの仮説が支持される可能性が示唆され

た。

まず，飲料は幅広い年代でなつかしさのトリガーと

して機能することが示唆され，仮説 lが支持された。

次に，飲料によるなつかしさが，活動的快感情やリ

ラックス感などのポジティブ感情を高めることが示さ

れ仮説 2が支持された。また，飲料になつかしさを感

じた人では，感じていない人より社会的サポート感が

高いことが示され仮説 3は支持された。さらに，飲料

によるなっかしさの喚起により，ポジティブ感清の高

まりを介して社会的サポート感を高めることが示され

仮説4は支持された。しかし，不安感と孤独感は，飲

用による低減が認められたがなつかしさの寄与は見

出せなかった。

これまでなつかしさのトリガーとして音楽や写真と

いった感覚刺激や個人の思い出などが用いられること

が多かったが，飲料がなつかしさを喚起しポジティブ

感l青や社会的サポート感の高まりに寄与する可能性が

-167-



小谷・楠見：飲料によるなつかしさの喚起が感情と社会的サポート感に及ぼす効果

050505~ 

~505050 

4

3

3

2

2

1

1

4

3

3

2

2

1

1

 

不

安

感

活

動

的

快

感

情

(a) 

(c) 

「―

＊＊ 

＊＊ 

コー

0

5

9

5

0

5

0

0

5

0

5

0

5

9

 

4

3

3

2

2

1

1

4

3

3

2

2

1

1

 

孤

独

感

リ

ラ

ッ

ク

ス

感

(b) 
■なつかしさ有群

．． 
ロなつかしさ無群

「― 7 

＊＊ 

Pre Post Pre Post 

Figure 1. (a)-(d). 飲用前後の平均感情尺度得点 (SD)(なつかしさ有無別）

** p<.01 

7
 

社
会
的
サ
ポ
ー
ト
感

6
 

5
 

4
 

家族の

サボート感

友人の

サボート感

その他の人の

サポート感

Figure 2. 飲用後の社会的サポート感の平均値 (SD)

* p<.os,** p<.01 

実証的に示唆された。本研究で得られた知見は，研究

デザインの限界により結果の一般化には限界があるも

ののB常生活におけるメンタルヘルスや回想法などの

実践における新たな手段を提示した点で意義があるも

のと考えられる。

以下，個別のデータについて考察する。

飲料によるなつかしさの喚起

本研究で用いた被験飲料により，被験飲料を飲んだ

時の思い出が残っている者という範囲ではあるが， 10

代で 76.2%,その他の年代でも 90%前後の割合でなつ

かしさが喚起され，幅広い年代でなつかしさのトリ

ガーとして機能することが示された。このことから，

飲料は回想法のサポートツールとして，その飲料に対

しての思い出が残っている者については実務的にも有

用である可能性が考えられた。 10代でなつかしさが

喚起された割合がほかの年代より低かったことについ

ては，本飲料の思い出として幼少期の思い出の記述が

多く得られていたことと関連しているものと考えられ

る。 Kusumi,Matsuda, & Sugimori (2010) は， なっ

かしさの喚起には過去の体験からの空白期間が影響す

ることを示唆している。そのため，本飲料の思い出と

して残りやすい幼少期の場面から空白期間が比較的短

い 10代においてなつかしさの喚起度が低くなったも

のと考えられる。

なつかしさを感じたタイミングについては“飲んだ

とき”が最も多く，実際に飲用することがなつかしさ

喚起に璽要な刺激であることが示唆された。そのほか

にも文字情報パッケージ情報作る操作，ニオイで

もなつかしさを感じている人もおり，飲料では複合的

な五感の刺激がなつかしさの喚起に寄与していること

が示唆された。

飲用による心理状態の変化となつかしさの影響

不安感や孤独感については，飲用の主効果が認めら

れ，被験飲料の飲用によってネガティブなこれらの感

情が低下する可能性が示された。不安感については今

同用いた飲料は乳酸菌と酵母を発酵してつくられてお

り，その発酵乳の香りが鎮静様の自律神経調節作用を

もたらすことが報告されているため（川口・ 小谷・永

井， 2014), 飲料中に含まれる香りの成分による生理

作用の影響を受けて低下した可能性なども考えられ

る。ただし，本研究参加者はベースライン時の不安が
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X2(8)=11.55 p=.172 

GFI = .992, AGFI =.979, CFI = .996, RMSEA = .030 

Figure 3. 飲用時のなつかしさからボジティブ感情と社会的サポート感への影響モデル

パスは標準化推定値を示す．誤差変数は省略した，***p<.001, N=487 

低い者であったこと，そして得られた変化は統計上有

意ではあったが臨床上有用な水準での変化であると

言ってよいかについては今後さらなる検討が必要であ

る。

ネガティブな気分となつかしさの関連については，

ネガティブな気分の時たとえば孤独を感じるときに

なつかしさが喚起されることが多いこと (Wildshutet 

al., 2006)や，孤独感がなつかしさを喚起し，間接的に

社会的サポート感を高め，社会的孤立感から回復させ

ることが示唆されている (Zhou,Sedikides, Wildschut, 

& Gao, 2008)。本研究では，飲用前の不安感や孤独感

のスコアは．なつかしさ有無群間で差がなく，不安感

や孤独感の低下になつかしさの影椰が認められなかっ

たことから．ネガティブな気分となつかしさの関連を

示唆する Wildshutet al. (2006)やZhouet al. (2008) 

と一致する結呆は得られなかった。これは，今回の参

加者の飲用前の不安感や孤独感の平均スコアが2以下

(1 : まったく感じていない， 2:感じていない）と低

い状態であったため，ネガティブな気分によるなつか

しさ喚起や孤独感からの回復が生起しなかったものと

考えられる。

一方で活動的快感情とリラックス感については，な

つかしさが喚起された群においてのみ向上が認められ

た。これは，なつかしさを感じている場合にポジティ

ブ感が高まっているという報告 (Wildshutet al., 2006) 

ゃ．音楽によりなつかしさが喚起され快感情の高まり

や心拍の低下がみられるという報告（小林・岩永• 生

和, 2002) と一致するものであった。

このように，飲料を実際に飲用することで気持ちが

ポジティブに変化することが示されたことから， 日常

の生活場面において，なつかしさを感じさせる飲料

は，気持ちを落ち着かせ，ポジティブに変容させる気

分転換のツールとして有用であると考えられた。

社会的サポート感への影響

飲用後の社会的サポート感についてはなつかしさ有

群の方が無群より高いことが示され，なつかしさ喚起

により社会的サポート感が商まっているとする先行研

究 (Sedikideset al., 2008) と一致する結果が得られ

た。

今回飲料により思い出した記憶の登場人物として，

家族，友人や親戚などが多くあげられていることか

ら，過去の身近な人たちとの楽しいやりとりや家庭的

な雰囲気を思い出し，ポジティブな気持ちになったり

家族や身近な人に支えられているといった社会的サ

ポート感の高まりにつながった可能性がある。友人の

サポート感が家族のサポート感やその他の人のサポー

ト感より低かった理由については，記憶の登場人物と

して，友人が家族や親戚・祖父母といった身近なその

他の人より出現が少なかったことと関連しているもの

と考えられる。

また本研究より，なつかしさによる社会的サポート

感の高まりはポジティブ感情が媒介していることが示

された。これはポジティブ感情の高まっている者は

ネガティブや中性的な感情にある者とは異なった認知

的な情報処理を行うことが影響しているものと考えら

れる（山崎， 2006)。ポジティブ感情は記憶でのポジ

ティブ事象への接近を容易にし，その事象の派生事象

への接近範囲も広げ，認知の過程，たとえばあいまい

な表情をより好意的に捉えたり (Schiffenbauer,1974), 

中性的なものを好意的に評価する (Isen& Shalker, 

1982) ことにも影響することが報告されている。そ

のため，被験飲料によりなつかしさを感じポジティブ

な感情になった者は，被験飲料が関連する楽しい他者

とのやりとりの記憶へ接近しやすく，知覚される社会

的サポート感が高まったものと考えられる。

今後の展望
メ／タルヘルスの重要性が指摘される現代社会にお

いて気分転換を図ることや，高齢者にとって認知機能

の維持や自己の人生の意味付けを再確認するというプ

ロセスは重要である。なつかしさの喚起は，これらの
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社会的課題に対処する一つの実践的方法となるものと

考えられるが，これまで幅広い年代でなつかしさを喚

起する共通性の高いツールは見出されていなかった。

本研究では被験飲料を飲んだ時の思い出が残っている

ものを対象とし，対照群を持たないデザインを用いた

という方法論上の限界，および不安が低い参加者から

得られた結呆であるという限界があるため，結果の一

般化には限界があるが，本研究より飲料がなつかしさ

のトリガーとして利用でき，実際にポジティブ感情の

向上や社会的サポート感に影響する可能性が示唆され

た。今後はメンタルヘルスの実践において音楽や写真

といった感覚刺激に加え，飲料によるなつかしさの喚

起も活用されるべきであろう。

本研究の限界

研究デザインについて，本研究では対照群のないデ

ザインを用い，かつ，被験飲料を飲んだ思い出が残っ

ている者のみを対象とした。そのため結果の一般化の

ためには飲料による刺激を一切行わない対照群を設

け，被験飲料を飲んだ思い出の残っていない者も含め

たうえで一定時間の前後での感情変化を飲料群と対照

群で比較する必要がある。

感清の変化について，本研究で得られた結果は被験

飲料の飲用前後の短期間の感清の変化について示唆す

るものであり長期的な効果については別途検討が必要

となる。また，本研究での飲用前の感情の評定はすで

に手順書で製品名の文字情報や製品のパッケージを見

た後に行われているため，主に作って飲むプロセスを

経た時の感情の変化を示しているものと考えられる。

今後は，製品の写真を提示した群，製品名を伏せて作

る群，あらかじめ希釈された飲料のニオイを嗅ぐ群，

飲む群など刺激ごとに群を設定することにより，本飲

料のどの要素がなつかしさの喚起と心理変化に重要で

あるかをより明確にすることができると考えられる。

本研究で検討したモデルについて，今回は希釈タイ

プの乳酸菌飲料を用い，飲料がなつかしさを介してポ

ジティブ感情や社会的サポート感に影響をもたらす可

能性が示されたが，これらの結果に対してこの飲料を

介して行われた過去のやりとりといった文脈の影響が

大きいものと考えられる。そのため，経験時の文脈の

異なるほかの飲料についても比較検討を行う必要があ

る。また，本研究で検討したモデル以外にも，たとえ

ば飲用前のポジティブ感l胄がなつかしさの喚起や飲用

後のポジティブ感情，飲用後の社会的サポート感など

に影響を及ぼしている可能性も考えるためそれらにつ

いては別途検討が必要である。

分析について，本研究では飲用後に思い出した記憶

における主な登場人物の分析を第一著者が行ったため

第三者による分析により客観性を焉める必要がある。

尺度について，本研究では感情尺度の項目を独自に

作成したため先行研究 (Wildshutet al., 2006; 小林他，

2002; 滝川・仲, 2014) との感情の厳密な比較におい

ては使用する尺度を統一して検討する必要がある。

利益相反自己申告：本研究はアサヒグループホール

ディングス（株）の資金提供を受けて実施された。筆

頭著者はアサヒグループホールディングス（株）の社

員である。
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